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東北大生
10年
で

2
割
減

関
東
勢
2
割
増
、
逆
転

東
北
大
に
入
学
す
る
東
北
の
学
生
が
減
り
続
け
て
い
る
。
こ
の

2
年
で
2

割
減
り
、
替
わ
り
に
関
東
勢
が
2
割
造
増
え
、
立
場
は
逆
転
し
た
。

大
学
進

学
者
そ
の
も
の
が
首
都
圏
で
増
え
、
地
方
で
滅
っ
て
い
る
の
が

一
因
と
み
ら

れ
るC

（
コ
ン
テ
ン
ツ
セ
ン
タ
ー
•
佐
藤
理
史
）

1
1
2
6面
に
閲
連
記
事11

東
北
大
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
。

理
系
学
部
で
は
東
北
の
入
学
者

の
減
少
が
薔
し
い

進
学
者
の
減
少

一

独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援
・
学
減
り
幅
は
特
に
秋
田
(59%
)山
形

(42

位
授
与
機
構
が
ウ
ェ
プ
で
公
開
す
る
大

％）
岩
手
(%
%
）
の
3県
が
大
き
い
。

学
基
本
情
報
に
よ
る
と
、
2
0
2
2
年

度
の
東
北
大
の

「出
身
高
校
の
所
在
地

県
別
入
学
者
数
」
は
東
北
8
9
3
人
に

対
し
、
関
東
9
0
3
人
。

n年
前
の
12

年
度
は
東
北
1
1
0
3
人
、
関
東
7
3

5
人
だ
っ
た
。
東
北
と
関
東
の
差
は
年

々
縮
ま
り
、

19年
度
以
降
、
逆
転
し
た
。

東
北
の
落
ち
込
み
が
大
き
い
の
は
理

系
（
エ
、
理
、
農
、
薬
、
医
、
歯
）
で、

22年
度
は
12年
度
と
比
べ
て
23％
減
っ

た
。
文
系
（
文
、
教
育
、
法
、
経
済
）

は
同
11％
減
だ
っ
た
。

理
糸
の
入
学
者
に
つ
い
て
県
別
に
見

る
と
、
宮
城
は
毎
年
2
5
0
人
前
後
で

お
お
む
ね
環
は
い
。
宮
城
を
除
く
5
県

は
12年
度
4
6
6
人
か
ら
加
年
度
3
0

3
人
へ
、
1
6
3
人
（
お
％
）
滅
っ
た
。
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因
か

一
東
北
大
へ
の
東
北
の
入
学
者

一
が
減
小
じ
続
け
る
背
景
に
は、

一
地
方
の
進
学
校
の
凋
落
も
あ
る

一
よ
う
だ
。

大
学
進
学
者
数
の
差
が
広
が
っ
て
い
一
束
北
大
高
度
教
養
教
育
・
学

る
の
が
要
因
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
生
支
援
機
溝
の
倉
＿
元
直
樹
教
授

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
一

（教
育
心
理
学
）
に
よ
る
と
、

と、

22年
度
の
大
学
進
学
者
は
東
北
5
一
東
北
大
の
東
北
出
身
者
の
合
格

県
で
2
万
2
1
8
9
人

(22年
度
）
。
一
比
率
は
2
0
0
7
年
度
の
45.

こ
の
2
年
で
1
3
7
5
人
(
6
%
）
減

一
6
％
を
ピ
ー
ク
に
、

20年
度
の

っ
た
。
宮
城
は
9
0
9
7
人
で
、
6
1
-
33
.
7％
ま
で
減
っ
て
い
る
。

0
人
(
7
%）
増
え
た
。
関
東
は
2
万
一
こ
こ
2
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

2
7
7
5
人
(
1
3
%
）
増
え
、

19万
8
一
ル
ス
禍
に
伴
う
地
元
志
向
の
高

3
3
7
人
と
な
っ
た
。
一
ま
り
か
ら
か
、
や
や
持
ち
直
し

一
て
い
る
が
、
15年
前
か
ら
減
少

r
s-―
 

一
傾
向
が
続
い
て
き
た
と
い
う
。

一
中
部
出
身
者
が
8
割
を
超
え

一
る
名
古
屋
大
を
筆
頭
に
、
東
京

一
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
も
圏
域

i
出
身
者
が
6
¥
7
割
を
占
め

一
る
。
東
北
大
は
元
々
、
高
く
な

一
か
っ
た
地
元
比
率
が
輪
を
か
け

一
て
下
が
っ
て
い
る
。

i

倉
元
教
授
は
「
東
北
出
身
者

i
は
A
0
入
試
で
5
割
超
な
が

；
ら
、
一
殺
入
試
は
3
割
ほ
ど
。

i
A
0
入
試
を
拡
充
し
て
き
た
た

一
め
、
減
小
丘
徊
を
と
ど
め
ら
れ
て

一
き
た
と
も
言
子
る
」と
明
か
す
。

i
貸
な
生
徒
が
他
大
学
に
流

i
出
し
て
い
る
な
ら
ま
だ
い
い
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背景に地方進学校の凋落
が
、
欝
関
大
に
届
く
生
徒
を
育
集
ま
る
よ
う
に
な
リ
、
学
校
の

て
切
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
指
導
負
担
が
増
し
て
い
る
」
と

だ
」
と
指
摘
す
る
。

現

状

を

分

析

す

る

。

倉＿
元
教
授
は
⑯
年
に
発
覚
し
受
け
入
れ
側
と
し
て
も
危
磯

た
必
修
科
目
未
履
修
問
題
ー
園
感
を
抱
く
。

「優
れ
た
学
力
を

Iiが
き
っ
か
け
と
み
る
。
教
育
持
っ
て
志
望
す
る
生
徒
な
ら
出

現
場
は
問
題
以
前
か
ら
カ
リ
キ
身
地
を
問
わ
な
い
の
は
当
然
」

ュ
ラ
ム
が
飽
和
し
て
お
り
、
学
と
前
置
き
し
た
上
で
「
高
校
野

篇
導
要
領
の
慧
か
な
運
用
球
品
元
校
急
援
す
る
よ
う

で
何
と
か
対
応
し
て
き
た
が
、
に
、
東
北
大
に
特
別
な
思
い
を

問
題
後
は
厳
格
に
守
ら
な
け
れ
持
っ
て
い
る
地
＿元
の
生
徒
は
大

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
事
に
し
た
い
。
そ
の
基
盤
が
弱

「都
市
部
と
違
っ
て
民
間
の
く
な
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
」

教
育
リ
ソ
ー
ス
が
乏
し
い
地
方
と
話
す
。

で
は
、
学
校
が
全
て
を
担
わ
な
対
策
の

一
環
と
し
て
、
東
北

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
で
少
大
は
昨
年
6
、
7
月
、
宮
城
を

子
化
が
進
み
、
学
校
規
模
が
縮
除
く
東
北
各
県
で
進
学
説
明
会

小
し
、
教
員
不
足
は
深
刻
化
し
を
開
催
し
た
。
例
年
3
月
に
宮

て
い
る
。
か
つ
て
の
進
学
校
に
城
で
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
を

も
今
は
幅
広
い
水
準
の
生
徒
が
初
め
て
広
げ
た
。
進
路
指
導
教

............

..

....... ‘:
9
 ...........
...
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諒
を
集
め
、
入
試
の
考
え
方
に

必
幌
科
目
未
閥
惰
問
題

2

つ
い
て
膝
詰
め
で
意
見
を
擦
り

0
0
6
年
10月
、
富
山
県
立
合
わ
せ
た
と
い
う
。

直、

倉
元
教
授
は
「
学
校
単
独
で

高
岡
南
高
を
発
端
に
、
全
国
の
高
校

で
必
修
科
目
の
末
讀
修
が
相
次
い
で

発
覚
し
た
。
地
理
歴
史
や
情
報
な
ど

頑
張
る
の
で
は
な
く
、
県
単
位

の
科
目
で
讀
修
不
足
が
明
ら
か
に
な
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
限
ら
れ
た

ノ
ス
の
配
分
を
ど
う
工
夫

っ
た
。
同
年
11月
下
旬
ま
で
の
国
の

闘
査
で
、
熊
本
県
を
除
く
托
都
道
府

ー
‘、
ー

県
の
6
6
3
校
、
10万
人
以
上
で
確

で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

認
さ
れ
た
。
過
去
の
年
度
は
不
問
と
効
果
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
山
形

な
ど
即
応
し
て
く
れ
た
県
も
あ

さ
れ
、
当
時
の
3
年
生
に
つ
い
て
は

10時
間
の
補
習
で
卒
業
を
認
め
る
と

い
う
「政
治
決
着
」
で
落
ち
着
い
た
e

る
」
と
語
る
。
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1東北大生首都圏勢が増 l

東
北
出
身
の
入
学
生
が
減
り
続

け
る
東
北
大
。
難
関
大
を
目
指
す

生
徒
を
後
押
し
す
る
地
元
の
学
習

塾
関
係
者
は
ど
う
見
る
か
。

(
1面
に
関
連
記
事
）

◇
 

河
合
塾
仙
台
校

（仙
台
市
）
の

渡
辺
賣
吉
校
舎
長
は
「
首
都
圏
勢

は
早
い
段
階
か
ら
受
験
へ
の
意
諏

が
高
く
、
通
塾
率
も
高
い
。
東
北

の
学
生
が
押
さ
れ
気
味
な
印
象
は

確
か
に
あ
る
」
と
話
る
。

東
北
大
は
進
学
説
明
会
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
す
る
な
ど
、
首
都
圏
で

の
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
渡
辺
校
舎
畏
は
「
東
大
、
京

大
に
並
ぷ
ロ
筈
画
豆
大
』
と
し

巧了天学進学者1000人当たりの東北大進学著
50 

戸戸を-
1[［しii滋11がぷは翌:fl-々な

て
、
優
秀
な
学
生
を
全
国
か
ら
集

め
た
い
と
い
う
考
え
が
背
景
に
あ

る
の
だ
ろ
う
」
と
み
る
。

2
次
試
験
の
配
点
比
率
が
共
通

テ
ス
ト
の
2
佳
磋
皮
と
な
っ
て
い

る
点
も
、
受
験
生
の
「
流
入
」
を

華
め
る
要
因
の
一
っ
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
。

「
共
通
テ
ス
ト
が
不

本
意
な
成
績
で
、

2
次
試
験
で
逆

転
を
目
指
す
受
験
生
に
選
ば
れ

る
」
と
渡
辺
校
舎
長
。
「
実
際
は

と
も
か
く
、
他
の
難
関
大
と
比
べ

て
理
科
な
ど
一
部
の
試
験
は
く
み

し
や
す
い
と
考
え
る
首
都
圏
の
受

9
―
定
数
い
る
よ
う
だ
」

岩
手
県
内
を
中
心
に
進
学
塾
を

展
開
す
る

E
道
」
の
佐
々
木
優

贅
事
業
部
琵
未
部
長
は
「
東

北
大
だ
け
で
は
な
く
、
北
海
道
大

や
九
州
大
と
い
っ
た
旧
帝
大
圭
同

じ
傾
向
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
測

す
る
。

受
験
意
識
と
通
塾
率
高
く

学習塾関係者礼6屑t度AO人試に対応

首
都
圏
の
教
育
行
政
の
方
針
転

換
を
理
由
に
挙
げ
「
東
京
都
教
委

が
進
学
指
導
重
点
校
を
選
ぷ
基

準
と
し
て
難
閲
国
立
大
に
合
格

で
き
る
得
点
水
準
を
求
め
て
い
る

よ
う
に
、
国
立
大
志
向
が
高
ま
っ

て
い
る
。
早
稲
田
、
慶
応
と
い
っ

た
私
立
吝
糸
か
ら
、
旧
帝
大
へ
人

気
が
移
り
つ
つ
あ
る
」
と
解
説
す

る
。東

北
大
は
A
0入
試
に
熱
心
で

定
員
の
3
割
を
集
め
て
い
る
が
、

「
近
頃
は

一
般
入
試
よ
り
も
高
い

学
力
が
問
わ
れ
る
ほ
ど
難
易
度
が

上
が
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。

「首

都
圏
の
学
生
が
し
っ
か
り
対
策
し

て
い
る
分
、
東
北
の
学
生
は
受
か

り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
青
森
県

は
青
森
高
、
八
戸
高
、
弘
前
高
と

3
校
が
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る

が
、
岩
手
県
は
磁
岡
一
高
の
1
強

に
次
ぐ
高
校
が
な
く
苦
し
い
」
と

話
る
。

・▲
 

東
北
大
の
2
次
試
験
会
場
に
向
か
う
受
験
生
ー

2
0
2
2年
2
月

お
日
、
仙
台
市
冑
薫
区
の
東
北
大
川
内
北
キ
ャ
ン
バ
ス




